
(57)【要約】

【課題】便利なブレーキ操作を可能にするスーツケース

に用いるキャスターを提供する。

【解決手段】スーツケース１８と結合する輪座２２と、

輪座２２の下方に連結し回転可能なブラケット２６と、

輪座２２とブラケット２６との間に形成される中心軸孔

２８１と、ブラケット２６に枢設される輪体２４と、止

動スイッチ３６とを備える。輪体２４の二つの側面は環

状のギヤ面を備える位置決め部２４２を有し、止動スイ

ッチ３６は切替部材３８と従動桿４４とブレーキ部材４

６とを有する。切替部材３８は第１ポジションＰ１と第

２ポジションＰ２への切替が可能で、一端は使用者が操

作するための接触端３８ａとして輪座２２の外部に剥き

出しに現れ、従動桿４４は中心軸孔２８１を貫通し、切

替部材３８の切替動作に従い軸に沿って上下に移動する

。ブレーキ部材４６は一端が従動桿４４に枢接し、もう

一端は位置決め部２４２に接近し、ギヤ面２４２ａと噛

合することができる。

【選択図】図４
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス ー ツ ケ ー ス に 用 い る キ ャ ス タ ー に お い て 、
　 ス ー ツ ケ ー ス と 結 合 す る 輪 座 と 、
　 前 記 輪 座 の 下 方 に 連 結 し 回 転 可 能 な ブ ラ ケ ッ ト と 、
　 前 記 輪 座 と ブ ラ ケ ッ ト の 間 に 形 成 さ れ る 中 心 軸 孔 と 、
　 第 １ 軸 ピ ン に よ り 前 記 ブ ラ ケ ッ ト と 枢 接 し 同 軸 心 に 設 置 さ れ る 回 転 部 と 少 な く と も 一 つ
の 位 置 決 め 部 と を 有 し 、 前 記 回 転 部 の 直 径 は 前 記 位 置 決 め 部 の 直 径 よ り 大 き く 、 該 位 置 決
め 部 は ギ ヤ 面 を 有 す る 輪 体 と 、
　 前 記 輪 座 に 枢 設 さ れ 、 第 １ ポ ジ シ ョ ン と 第 ２ ポ ジ シ ョ ン と の 間 で 切 り 替 え ら れ る 切 替 部
材 と 、 中 心 軸 孔 を 貫 通 し 、 前 記 切 替 部 材 の 切 替 動 作 に 従 い 軸 方 向 に 沿 っ て 上 下 に 移 動 す る
こ と が 可 能 な 従 動 桿 と 、 前 記 従 動 桿 と 連 結 し 、 少 な く と も 一 つ の 歯 面 を 有 し 、 前 記 切 替 部
材 が 前 記 第 １ ポ ジ シ ョ ン に 位 置 す る 時 、 前 記 歯 面 は 前 記 輪 座 の 位 置 決 め 部 材 の ギ ヤ と 噛 合
せ ず 、 前 記 切 替 部 材 が 第 ２ ポ ジ シ ョ ン に 位 置 す る 時 、 前 記 従 動 桿 は 下 方 へ と 移 動 し 、 前 記
ブ レ ー キ 部 材 の 歯 面 と 前 記 輪 座 の 位 置 決 め 部 の ギ ヤ 面 が 噛 合 す る ブ レ ー キ 部 材 と を 備 え る
止 動 ス イ ッ チ と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ス ー ツ ケ ー ス に 用 い る キ ャ ス タ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 切 替 部 材 は 第 ２ 軸 ピ ン に よ り 前 記 輪 座 と 枢 接 し 、 枢 接 し て い る と こ ろ の 両 端 は そ れ
ぞ れ 接 触 端 と 第 １ 歯 端 を 有 し 、
　 前 記 キ ャ ス タ ー は さ ら に 第 ３ 軸 に よ り 前 記 輪 座 の 連 動 部 材 に 枢 接 し 、
　 前 記 連 動 部 材 は 前 記 第 １ 歯 端 と 噛 合 す る 第 ２ 歯 端 と 、 前 記 従 動 桿 と 連 接 す る 第 １ 枢 接 部
と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ー ツ ケ ー ス に 用 い る キ ャ ス タ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 連 動 部 材 の 第 １ 枢 接 部 は 二 つ の 凸 耳 に よ っ て 構 成 さ れ 、
　 前 記 従 動 桿 は 第 １ リ ン グ 溝 を 有 し 、
　 前 記 キ ャ ス タ ー は さ ら に ト ッ プ カ バ ー と 第 ４ 軸 ピ ン を 有 し 、
　 該 ト ッ プ カ バ ー は 前 記 従 動 桿 の 頂 端 に 套 設 さ れ 、 内 部 の 前 記 第 １ リ ン グ 溝 に 対 応 す る と
こ ろ に 第 １ ク リ ッ プ 溝 を 有 し 、
　 前 記 第 ４ 軸 ピ ン は 前 記 二 つ の 凸 耳 と 前 記 ト ッ プ カ バ ー を 貫 通 し 、 同 時 に 前 記 第 １ リ ン グ
溝 と 前 記 第 １ ク リ ッ プ 溝 と の 間 に 穿 設 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ス ー ツ ケ
ー ス に 用 い る キ ャ ス タ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ブ レ ー キ 部 材 は 挿 込 み 孔 を 備 え 、 第 ２ リ ン グ 溝 を 有 す る 前 記 従 動 桿 と 連 接 す る 第 ２
枢 接 部 を 有 し 、
　 前 記 キ ャ ス タ ー は さ ら に 第 ５ 軸 ピ ン と 、 そ の 内 部 の 第 ２ リ ン グ 溝 に 対 応 す る と こ ろ に 第
２ ク リ ッ プ 溝 を 有 す る 前 記 従 動 桿 の 底 端 に 挿 入 さ れ る 前 記 挿 込 み 孔 と を 備 え 、
　 前 記 第 ５ 軸 ピ ン は 前 記 第 ２ リ ン グ 溝 と 前 記 第 ２ ク リ ッ プ 溝 と の 間 に 穿 設 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ス ー ツ ケ ー ス に 用 い る キ ャ ス タ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 少 な く と も 一 つ の バ ネ を 備 え 、 該 バ ネ の 一 端 は 前 記 輪 座 に 当 接 し 、 他 の 一 端 は 前 記 連 動
部 材 に 当 接 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ス ー ツ ケ ー ス に 用 い る キ ャ ス タ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 輪 座 と 前 記 ブ ラ ケ ッ ト と の 間 に カ バ ー 管 を 備 え 、
　 該 カ バ ー 管 は 前 記 中 心 軸 孔 を 有 し 、
　 前 記 ブ ラ ケ ッ ト は 前 記 カ バ ー 管 に 相 対 し 回 転 す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の ス ー ツ ケ ー ス に 用 い る キ ャ ス タ ー 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 考 案 は ス ー ツ ケ ー ス の 構 造 に 関 し 、 更 に 詳 し く 言 え ば 、 ス ー ツ ケ ー ス に 用 い る ブ レ ー
キ 制 御 ス イ ッ チ を 備 え る キ ャ ス タ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 キ ャ ス タ ー を 装 設 す る ス ー ツ ケ ー ス は 容 易 に 引 っ 張 る こ と が で き る 特 性 を 備 え る た め 、
広 く 使 用 さ れ て い る 。 そ し て 、 大 多 数 の ス ー ツ ケ ー ス は 外 力 か ら の 衝 突 ま た は 傾 斜 地 等 の
要 因 を 受 け 、 ス ー ツ ケ ー ス が 勝 手 に 滑 り 出 し て 動 く の を 避 け る た め に 、 通 常 は キ ャ ス タ ー
を 制 御 し 回 転 を 停 止 す る こ と が で き る ブ レ ー キ 装 置 を 増 設 し て い る 。
　 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 す る と 、 ス ー ツ ケ ー ス １ は ブ レ ー キ 機 構 を 有 し て お り 、 該 ス ー ツ ケ
ー ス １ が 引 っ 張 ら れ な い 状 況 で 安 定 し て 停 止 さ せ た い 場 合 、 ま ず プ ル ロ ッ ド ２ を ケ ー ス 本
体 １ １ 内 部 に 位 置 す る 収 納 部 ８ に 押 入 れ 、 プ ル ロ ッ ド ２ の 底 端 ２ ａ が ス ラ イ ド ３ を 下 方 へ
押 し 下 げ 、 第 １ バ ネ ４ を 圧 縮 し 、 ロ ー プ ６ が 弛 緩 状 態 と な る よ う に す る 。 こ の よ う に 、 ロ
ー プ ６ が 連 接 す る 係 止 片 １ ２ は 元 々 圧 縮 状 態 を 呈 し て い た 第 ２ バ ネ ７ の 弾 性 回 復 力 に よ り
、 係 止 片 １ ２ の 一 端 の 凸 部 １ ７ が 輪 体 １ ４ の 側 面 の 凹 部 １ ３ 内 へ と 押 入 れ ら れ 、 嵌 合 状 態
を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ れ よ り 、 輪 体 １ ４ は 勝 手 に 回 転 す る こ と が で き な く な り 、 プ
ル ハ ン ド ル ５ を 図 １ で 示 す 引 き 上 げ 位 置 よ り 図 ３ で 示 す 収 合 位 置 ま で 引 き 下 げ る こ と で 、
輪 体 １ ４ に 対 し 確 実 に ブ レ ー キ を か け る 目 的 を 効 果 的 に 達 成 す る こ と が で き る 。
　 確 か に 、 上 述 の ス ー ツ ケ ー ス １ の 輪 体 １ ４ は ロ ッ ク さ れ 、 回 転 し な く な る こ と が で き る
が 、 上 述 の ブ レ ー キ 機 構 は 未 だ 完 全 で あ る と は い え ず 、 更 な る 改 善 が 待 た れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 つ ま り 、 ブ レ ー キ 解 除 ま た は ブ レ ー キ を か け た い 場 合 、 使 用 者 は 必 ず 身 体 を 屈 め る 方 法
で プ ル ハ ン ド ル ５ を 調 整 し 、 プ ル ロ ッ ド ２ の 位 置 を 調 整 し な け れ ば な ら ず 、 ま た 、 ブ レ ー
キ を か け る 前 に 輪 体 １ ４ の 凹 部 １ ３ が 係 止 ブ ロ ッ ク １ ２ の 凸 部 １ ７ と 揃 う よ う に 調 整 し 、
効 果 的 に 嵌 合 動 作 を 行 え る よ う に す る 必 要 が あ る 。 よ っ て 上 述 の 構 造 は 使 用 者 に と っ て 実
用 の 際 に は 不 便 で あ り 、 さ ら に 上 述 の ブ レ ー キ 機 構 の 構 成 部 材 の 繁 雑 さ は 組 立 て に 不 便 さ
を も た ら し 、 コ ス ト を 低 減 す る こ と も 難 し か っ た 。
　 こ れ を 鑑 み 、 本 案 の 考 案 者 は 詳 細 な 思 考 と 探 索 を 通 じ 、 さ ら に 数 十 年 も の 間 、 ス ー ツ ケ
ー ス の 製 造 と 開 発 に 従 事 し た 経 験 の 積 み 重 ね に よ り 、 つ い に 本 考 案 を 生 み 出 す に 至 っ た 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 の 主 な 目 的 は ブ レ ー キ 制 御 ス イ ッ チ を キ ャ ス タ ー の 近 く に 設 置 し 、 操 作 を 便 利 に
す る ス ー ツ ケ ー ス に 用 い る キ ャ ス タ ー を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 が 提 供 す る ス ー ツ ケ ー ス に 用 い る キ ャ ス タ ー は ス
ー ツ ケ ー ス と 結 合 可 能 な 輪 座 と 、 前 記 輪 座 の 下 方 に 連 結 し 回 転 可 能 な ブ ラ ケ ッ ト と 、 前 記
輪 座 と 前 記 ブ ラ ケ ッ ト と の 間 に 形 成 さ れ る 中 心 軸 孔 と 、 前 記 ブ ラ ケ ッ ト に 枢 設 さ れ る 輪 体
お よ び 止 動 ス イ ッ チ と を 備 え る 。 そ の う ち 、 前 記 輪 体 の 二 つ の 側 面 は そ れ ぞ れ ギ ヤ 面 を 呈
す る 位 置 決 め 部 と し て の 環 状 面 を 有 し 、 前 記 止 動 ス イ ッ チ は 切 替 部 材 と 従 動 桿 と ブ レ ー キ
部 材 と を 有 す る 。 前 記 切 替 部 材 は 第 １ ポ ジ シ ョ ン と 第 ２ ポ ジ シ ョ ン へ の 切 替 が 可 能 で 、 そ
の 一 端 は 使 用 者 が 操 作 す る た め の 接 触 端 と し て 前 記 輪 座 の 外 部 に 剥 き 出 し に 現 れ 、 前 記 従
動 桿 は 前 記 中 心 軸 孔 を 貫 通 し 、 且 つ 前 記 切 替 部 材 の 切 替 動 作 に 従 い 、 軸 に 沿 っ て 上 下 に 移
動 す る 。 前 記 ブ レ ー キ 部 材 は 一 端 が 前 記 従 動 桿 に 枢 接 し 、 も う 一 端 は 前 記 位 置 決 め 部 に 接
近 し 、 前 記 ギ ヤ 面 と 噛 合 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 前 記 切 替 部 材 が 外 力 作 用 を 受 け
そ の 位 置 を 変 え る 時 、 輪 体 に 対 し ブ レ ー キ 制 御 を 働 か せ る か ど う か が 決 ま る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 式 を 挙 げ 、 本 考 案 の よ り 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。
　 図 ４ は 本 考 案 の 一 実 施 例 の 側 方 断 面 図 で あ り 、 キ ャ ス タ ー が ブ レ ー キ 状 態 に 置 か れ て い
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な い と こ ろ を 示 す 。
　 図 ５ は 図 ４ の 前 方 断 面 図 で あ る 。
　 図 ６ は 図 ４ の 上 面 図 で あ る 。
　 図 ７ は 図 ４ と 類 似 し 、 キ ャ ス タ ー が ブ レ ー キ 状 態 に 置 か れ て い る と こ ろ を 示 す 。
　 図 ８ は 図 ５ と 類 似 し 、 キ ャ ス タ ー が ブ レ ー キ 状 態 に 置 か れ て い る と こ ろ を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る ス ー ツ ケ ー ス １ ８ に 用 い る キ ャ ス タ ー ２ ０ に つ い て 、 図 ４ か ら
図 ６ を 参 照 す る と 、 該 キ ャ ス タ ー ２ ０ は 輪 座 ２ ２ と 、 輪 体 ２ ４ と 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ と 、 カ
バ ー 管 ２ ８ と 、 止 動 ス イ ッ チ ３ ６ と を 備 え る 。
　 前 記 輪 座 ２ ２ は 前 記 ス ー ツ ケ ー ス １ ８ の 底 部 と 結 合 し 、 そ の 下 端 に 第 １ 軸 孔 １ ２ １ を 有
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 輪 体 ２ ４ は 、 回 転 部 ２ ４ １ 、 お よ び 回 転 部 ２ ４ １ と 同 軸 に 設 置 さ れ 回 転 部 ２ ４ １ の
両 側 に 一 体 成 型 さ れ る 二 つ の 位 置 決 め 部 ２ ４ ２ を 有 し 、 前 記 二 つ の 位 置 決 め 部 ２ ４ ２ の 直
径 は 前 記 回 転 部 ２ ４ １ の 直 径 よ り も 小 さ く 、 ま た 各 位 置 決 め 部 ２ ４ ２ は 環 設 さ れ た ギ ヤ 面
２ ４ ２ ａ を 有 す る 。
　 前 記 ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ は 、 前 記 輪 座 ２ ２ の 下 方 に 連 結 し 、 二 つ の 枢 軸 耳 部 ２ ６ １ と 、 第 ２
軸 孔 ２ ６ ２ と 、 貫 通 孔 ２ ６ ３ と 、 前 記 二 つ の 枢 軸 耳 部 ２ ６ １ の 間 に 設 置 さ れ る 輪 体 ２ ４ と
、 貫 通 孔 ２ ６ ３ と 輪 体 ２ ４ と を 貫 通 し ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ に 輪 体 ２ ４ を 枢 接 す る 第 １ 軸 ピ ン ２
０ ａ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 カ バ ー 管 ２ ８ は 、 中 心 軸 孔 ２ ８ １ を 有 す る 筒 体 で あ り 、 前 記 第 １ 軸 孔 ２ ２ １ と 前 記
第 ２ 軸 孔 ２ ６ ２ に 穿 設 さ れ 、 そ の 頂 縁 及 び 底 縁 は そ れ ぞ れ 径 方 向 に 沿 っ て 外 側 へ 向 か っ て
突 出 し 、 輪 座 ２ ２ 及 び ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ の 内 縁 に 勾 止 さ れ 、 こ れ よ り 輪 座 ２ ２ 及 び ブ ラ ケ ッ
ト ２ ６ は 互 い に 連 結 す る 。 ま た ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ は 輪 体 ２ ４ と 共 に 輪 座 ２ ２ に 相 対 し 回 転 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 止 動 ス イ ッ チ ３ ６ は 、 切 替 部 材 ３ ８ と 、 連 動 部 材 ４ ０ と 、 二 つ の バ ネ ４ ２ と 、 従 動
桿 ４ ４ と 、 ト ッ プ カ バ ー ２ ０ １ と 、 ブ レ ー キ 部 材 ４ ６ と を 備 え る 。
　 前 記 切 替 部 材 ３ ８ は 、 第 ２ 軸 ピ ン ２ ０ ｂ に よ り 前 記 輪 座 ２ ２ と 枢 接 し 、 切 替 部 材 ３ ８ が
枢 接 す る と こ ろ の 両 端 は 輪 座 ２ ２ の 外 部 に 剥 き 出 し に 現 れ た 接 触 端 ３ ８ ａ と 輪 座 ２ ２ 内 の
第 １ 歯 端 ３ ８ ｂ と を そ れ ぞ れ 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 連 動 部 材 ４ ０ は 、 第 ３ 軸 ピ ン ２ ０ ｃ に よ り 前 記 輪 座 ２ ２ と 枢 接 し 、 前 記 第 １ 歯 端 ３
８ ｂ と 噛 合 す る 第 ２ 歯 端 ４ ０ ａ お よ び 第 １ 枢 接 部 ４ ０ ｂ を 有 し 、 前 記 第 １ 枢 接 部 ４ ０ ｂ は
２ つ の 凸 耳 ４ ８ を 有 す る 。
　 前 記 二 つ の バ ネ ４ ２ は 、 一 端 が 前 記 輪 座 ２ ２ の 内 面 よ り 突 出 す る 突 出 部 ２ ２ ２ に 当 接 し
、 も う 一 端 が 前 記 連 動 部 材 ４ ０ の 二 つ の 凸 耳 ４ ８ の 末 端 ４ ８ ａ に 当 接 す る 。 該 二 つ の バ ネ
４ ２ は 前 記 切 替 部 材 ３ ８ が 切 り 替 え ら れ た 後 の ポ ジ シ ョ ニ ン グ を 確 実 に す る た め の サ ポ ー
ト 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 従 動 桿 ４ ４ の 頂 部 は 第 １ リ ン グ 溝 ４ ４ ａ を 有 し 、 そ の 底 部 に は 第 ２ リ ン グ 溝 ４ ４ ｂ
を 有 し 、 従 動 桿 ４ ４ は 中 心 軸 孔 ２ ８ １ を 貫 通 す る 。
　 前 記 ト ッ プ カ バ ー ２ ０ １ は 従 動 桿 ４ ４ の 頂 部 に 套 設 さ れ 、 前 記 二 つ の 凸 耳 ４ ８ の 間 に 位
置 す る 。 前 記 ト ッ プ カ バ ー ２ ０ １ 内 部 に は 第 １ ク リ ッ プ 溝 ２ ０ １ ａ を 設 け 、 第 ４ 軸 ピ ン ２
０ ｄ は 前 記 二 つ の 凸 耳 ４ ８ 及 び 前 記 ト ッ プ カ バ ー ２ ０ １ を 貫 通 す る と と も に 、 前 記 第 １ リ
ン グ 溝 ４ ４ ａ と 前 記 第 １ ク リ ッ プ 溝 と の 間 に 穿 設 さ れ 、 こ れ に よ り 従 動 桿 ４ ４ と 連 動 部 材
４ ０ は 枢 接 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 ブ レ ー キ 部 材 ４ ６ は 前 記 輪 体 ２ ４ の 上 方 に 位 置 し 、 第 ２ 枢 接 部 ４ ６ ａ と 二 つ の 歯 面
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４ ６ ｂ を 有 す る 。 前 記 第 ２ 枢 接 部 ４ ６ ａ は 互 い に 連 通 す る 挿 込 み 孔 ４ ７ と 第 ２ ク リ ッ プ 溝
２ ０ ２ ａ を 有 し 、 該 挿 込 み 孔 ４ ７ は 前 記 従 動 桿 ４ ４ に 挿 入 さ れ る 。 第 ５ 軸 ピ ン ２ ０ ｅ は ブ
レ ー キ 部 材 ４ ６ の 第 ２ ク リ ッ プ 溝 ２ ０ ２ ａ と 第 ２ リ ン グ 溝 ４ ４ ｂ と の 間 に 穿 設 さ れ 、 こ れ
よ り ブ レ ー キ 部 材 ４ ６ と 従 動 桿 ４ ４ は 枢 接 し 、 前 記 二 つ の 歯 面 ４ ６ ｂ は そ れ ぞ れ 輪 体 ２ ４
の 二 つ の ギ ヤ 面 ２ ４ ２ ａ に 面 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 は 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る キ ャ ス タ ー ２ ０ の 構 成 部 材 、 お よ び そ れ と 関 連 す る 位 置
に つ い て の 説 明 で あ り 、 次 に そ の 中 の 輪 体 ２ ４ の 止 動 制 御 方 式 に つ い て 述 べ る こ と に す る
。
　 ま ず 、 図 ４ 及 び 図 ５ を 参 照 す る と 、 前 記 輪 体 ２ ４ が ブ レ ー キ 部 材 ４ ６ と の 接 触 を 受 け て
い な い 時 、 自 由 に 回 転 す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ の と き 前 記 切 替 部 材 ３ ８ は 第 １ ポ ジ シ ョ
ン Ｐ １ に 位 置 す る 。 ま た 、 図 ７ 及 び 図 ８ が 示 す よ う に 前 記 輪 体 ２ ４ が 前 記 ブ レ ー キ 部 材 ４
６ と の 接 触 を 受 け る 時 、 前 記 切 替 部 材 ３ ８ は 第 ２ ポ ジ シ ョ ン Ｐ ２ に 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ７ 、 及 び 図 ８ が 示 す と こ ろ に よ れ ば 、 輪 体 ２ ４ を 安 定 し て 停 止 さ
せ た い 時 、 使 用 者 は 足 を 用 い て ス ー ツ ケ ー ス １ ８ の 角 、 前 記 切 替 部 材 ３ ８ の 切 替 部 材 が 位
置 す る 接 触 端 ３ ８ ａ を 踏 み 、 前 記 切 替 部 材 ３ ８ が 圧 力 を 受 け 、 図 ４ が 示 す 第 １ ポ ジ シ ョ ン
Ｐ １ よ り 図 ７ が 示 す 第 ２ ポ ジ シ ョ ン Ｐ ２ へ と 切 り 替 わ る よ う に す る 。 こ れ と 同 時 に 、 前 記
第 １ 歯 端 ３ ８ ｂ を 通 じ 連 動 部 材 ４ ０ が 枢 軸 に 並 ぶ よ う に 作 動 し 、 連 動 部 材 ４ ０ の 第 １ 枢 接
部 ４ ０ ｂ は 下 方 へ 向 か っ て 移 動 す る 。 こ の と き 、 従 動 桿 ４ ４ は 圧 迫 を 受 け 下 方 へ と 垂 直 に
移 動 し 、 さ ら に ブ レ ー キ 部 材 ４ ６ の 二 つ の 歯 面 ４ ６ ｂ と 前 記 二 つ の 位 置 決 め 部 材 ２ ４ ２ の
二 つ の ギ ヤ 面 ２ ４ ２ ａ と は 互 い に 噛 合 す る 。 こ れ よ り 、 安 定 し て 輪 体 ２ ４ を 停 止 さ せ る 目
的 を 達 成 し 、 外 力 に よ る 衝 突 、 ま た は 傾 斜 地 形 等 の 要 因 に よ り ス ー ツ ケ ー ス １ ８ が 勝 手 に
滑 動 状 態 と な ら な い よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 反 対 に 、 輪 体 ２ ４ が 自 由 に 回 転 で き る 状 態 に 回 復 さ せ た い 場 合 、 使 用 者 は 足 を 用 い て 簡
単 に 切 替 部 材 ３ ８ の 接 触 端 ３ ８ ａ を 上 方 へ 引 き 上 げ 、 前 記 切 替 部 材 ３ ８ が 図 ７ が 示 す 第 ２
ポ ジ シ ョ ン Ｐ ２ よ り 図 ４ が 示 す 第 １ ポ ジ シ ョ ン Ｐ １ へ と 切 り 替 わ る よ う に す る 。 上 記 と 同
様 に 連 動 部 材 ４ ０ を 通 じ 従 動 桿 ４ ４ 等 の 構 成 部 材 間 が 連 動 す る こ と に よ り 、 ブ レ ー キ 部 材
４ ６ は 上 方 へ と 引 き 上 げ ら れ 、 ブ レ ー キ 部 材 ４ ６ の 歯 面 ４ ６ ｂ は 輪 体 ２ ４ の ギ ヤ 面 ２ ４ ２
ａ と 噛 合 し な く な る 。 こ う し て 輪 体 ２ ４ が 自 由 に 回 転 で き る よ う に す る 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の ほ か 、 本 実 施 例 の 構 造 は 従 動 桿 ４ ４ の 頂 上 及 び 底 辺 の 側 に そ れ ぞ れ 位 置 す る 第 ４ 軸
ピ ン ２ ０ ｄ お よ び 第 ５ 軸 ピ ン ２ ０ ｅ に よ り 、 従 動 桿 ４ ４ が 切 替 部 材 ３ ８ を 切 り 替 え る 時 、
垂 直 な 上 下 移 動 を 維 持 す る こ と が で き る 。
　 上 記 は 本 考 案 の よ り 好 ま し い 実 施 の 形 態 が 実 施 す る と こ ろ の 記 述 で あ り 、 お よ そ 本 考 案
の 明 細 書 お よ び 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 を 応 用 し た 等 し い 効 果 の 構 造 変 化 は 、 本 考 案 の 請
求 範 囲 内 に 含 ま れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 周 知 の キ ャ ス タ ー を 設 け る 一 般 的 な ス ー ツ ケ ー ス の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 局 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 局 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る ス ー ツ ケ ー ス に 用 い る キ ャ ス タ ー が ブ レ ー キ 状 態 に 置 か
れ て い な い と こ ろ を 示 す 側 方 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 前 方 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る キ ャ ス タ ー が ブ レ ー キ 状 態 に 置 か れ て い る と こ ろ を 示 す
側 方 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 に よ る キ ャ ス タ ー が ブ レ ー キ 状 態 に 置 か れ て い る と こ ろ を 示 す
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前 方 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ ８ 　 ス ー ツ ケ ー ス 、 ２ ０ 　 キ ャ ス タ ー 、 ２ ０ ａ 　 第 １ 軸 ピ ン 、 ２ ０ ｂ 　 第 ２ 軸 ピ ン 、
２ ０ ｃ 　 第 ３ 軸 ピ ン 、 ２ ０ ｄ 　 第 ４ 軸 ピ ン 、 ２ ０ ｅ 　 第 ５ 軸 ピ ン 、 ２ ０ １ 　 ト ッ プ カ バ ー
、 ２ ０ １ ａ 　 第 １ ク リ ッ プ 溝 、 ２ ０ ２ ａ 　 第 二 ク リ ッ プ 溝 、 ２ ２ 　 輪 座 、 ２ ２ １ 　 第 １ 軸
孔 、 ２ ２ ２ 　 突 出 部 、 ２ ４ 　 輪 体 、 ２ ４ １ 　 回 転 部 、 ２ ４ ２ 　 位 置 決 め 部 、 ２ ４ ２ ａ 　 ギ
ヤ 面 、 ２ ６ 　 ブ ラ ケ ッ ト 、 ２ ６ １ 　 枢 軸 耳 部 、 ２ ６ ２ 　 第 ２ 軸 孔 、 ２ ６ ３ 　 貫 通 孔 、 ２ ８
　 カ バ ー 管 、 ２ ８ １ 　 中 心 軸 孔 、 ３ ６ 　 止 動 ス イ ッ チ 、 ３ ８ 　 切 替 部 材 、 ３ ８ ａ 　 接 触 端
、 ３ ８ ｂ 　 第 １ 歯 端 、 ４ ０ 　 連 動 部 材 、 ４ ０ ａ 　 第 ２ 歯 端 、 ４ ０ ｂ 　 第 １ 枢 接 部 、 ４ ２ 　
バ ネ 、 ４ ４ 　 従 動 桿 、 ４ ４ ａ 　 第 １ リ ン グ 溝 、 ４ ４ ｂ 　 第 ２ リ ン グ 溝 、 ４ ６ 　 ブ レ ー キ 部
材 、 ４ ６ ａ 　 第 ２ 枢 接 部 、 ４ ６ ｂ 　 歯 面 、 ４ ７ 　 挿 込 み 孔 、 ４ ８ 　 凸 耳 、 ４ ８ ａ 　 末 端 、
Ｐ １ 　 第 １ ポ ジ シ ョ ン 、 Ｐ ２ 　 第 ２ ポ ジ シ ョ ン
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【 図 ２ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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